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１９９８ 大臼　△忍野村忍草の
大臼小臼

 ９６×７１

１９９９ 小臼
 ９６×７１

２０００ 甲斐　都留郡　△大月
發見の石器時代土器

 １３８×８６ 

２００１ △瀧戸發見の土器片
 １９５×１３６

２００２ △梨木平發見の土器の
文様

 １９３×７６
 拓本

２００３ 昭和三年五月二日　大
宮町泉ニ於テ　柴田氏
採取

 １４５×１０１

２００４ △大月發見の土器
 ８８×６０
 絵葉書

２００５ ◎甲斐大月出土　△大
月發見の土器

 ８８×８２
 絵葉書

１９９８ １９９９

２０００ ２００１

２００２ ２００３

２００４ ２００５
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２００６ ◎横三寸二分　△下大
幡發見の住居阯　

 １３０×９３ 
 図面

２００７ 女学校　△下大幡發見
の土器の把手

 ９９×７１

２００８ 甲斐南都留郡　女学校
△甲斐南都留郡

 ９６×７５

２００９ 昭和三、八、　甲斐南都
留郡忍草　小臼　原寸
△甲斐南都留郡忍尊草

 ９６×７１

２０１０ 昭和三、八、　甲斐南都
留郡忍野村忍草　大臼
△甲斐南都留郡忍野村
忍尊草

 ９６×７１

２０１１ 出口　△出口池
 ９６×７１

２０１２ 忍草　出口　△忍草發
見の土器片・石匙・石
鏃

 ９６×７１

２０１３ △本栖湖岸より鳥帽子
嶽を望む

 ９６×７１

２００６ ２００７

２００８ ２００９

２０１０ ２０１１

２０１２ ２０１３
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２０１４ 鵜ノ島　発掘品　鵜ノ
島　△鵜の島発見の石
斧・敲石・土器

 ９６×７１

２０１５ ◎大月發見土器の文様
北都留、大月、都留中
学校敷地　△大月発見
の土器の文様（其一）

 １９３×１４０
 拓本

２０１６ ◎北都留、賑岡村浅利
組、平石　平石發見土
器の文様　△大月発見
の土器の文様（其一）

 １８１×１３０
 拓本

２０１７ ◎大月発見土器の文様
大月　都留中学　△大
月発見の土器の文様
（其二）　

 １８０×１４０
 拓本

２０１８ ◎下大幡發見土器の文
様　南都留、宝村下大
幡　△大月発見の土器
の文様（其二） 

 １９２×１４０
 拓本

２０１９ ◎大月発見土器の文様
大月、都留中学敷地　
△大月発見の土器の文
様（其三） 

 １９３×１２６
 拓本

２０２０ ◎南都留、盛里村朝日
小学校敷地朝日發見土
器の文様　△朝日発見
の土器の文様　

 １９２×１４０
 拓本

２０２１ 女学校　南都留、宝村
大幡　△下大幡発見の
土器の把手

 ９６×７１

２０１４ ２０１５

２０１６ ２０１７

２０１８ ２０１９

２０２０ ２０２１
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２０２２ ◎大幡發見土器の文様
南都留、宝村大幡　△
大幡発見の土器の文様

 １４０×１２５
 拓本

２０２３ 山梨縣南都留郡　大石
村出土品　△山梨県南
都留郡大石村出土器

 １２０×８２ 

２０２４ 昭和三年五月二日　富
士郡大宮町泉ニテ　柴
田氏採取　△富士郡大
宮町泉

 １５３×１０６

２０２５ 駿河駿東郡須走村下須
走字西沢、王子ケ池ノ
畔　（共二）　高根村山
之尻、滝口源太郎氏蔵
△西沢発見の弥生式土
器正面

 １３４×９０

２０２６ 駿河駿東郡須走村大字
須走字西沢、王子ケ池
ノ畔　總高六寸五分　
（共二）　高根村滝口
源太郎蔵　△西沢発見
の弥生式土器側面

 １３４×９０ 

２０２７ 駿東農林學校蔵石器　
△駿東農林学校蔵石器

 １４３×１０３

２０２８ 駿東郡金岡村宮字西五
反田　土器出土地現況
△土器出土地現況　駿
東郡金岡村宮字五反田

 １４３×１０３

２０２９ ◎南都留、舟津、西沢
上之段　西沢發見土器
の内面の文様　△上之
段発見の土器内面の文
様

 １７０×１２６
 拓本

２０２２ ２０２３

２０２４ ２０２５

２０２６ ２０２７

２０２８ ２０２９
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２０３０ 駿河駿東郡　金岡村東
澤田　古墳　大正一二、
一〇、二〇　△長塚古
墳

 １４７×１０３

２０３１ 富士郡須津村小學校蔵
�　 △須津村発見 の�

 １４４×１０３

２０３２ 富士郡須津村小學校蔵
雲珠　△須津村発見の
雲珠

 １４４×１０３

２０３３ △道尾塚発見の漢式鏡
 １２４×１０２

２０３４ 駿河駿東郡　△本宿発
見の獅噛形剱頭

 ８９×５０

２０３５ 駿東郡金岡村宮字西五
反田　出土土器　△御
手洗池発見の土器・鐵
斧

 １４７×１０５

２０３６ 静岡縣駿東郡沼津町　
字三枚橋日枝神社鳥居
前所在　玉作砥石　二
箇ノ内　右方ノ分　大
正六年十二月四日発見
△日吉神社の玉造砥石
（其一）

 １５５×１１０

２０３７ 静岡縣駿東郡沼津町字
三枚橋　日枝神社鳥居
前所在　玉作砥石　二
箇ノ内　左方ノ分　大
正六年十二月四日発見
△日吉神社の玉造砥石
（其二）

 １５３×１１０

２０３０ ２０３１

２０３２ ２０３３

２０３４ ２０３５

２０３６ ２０３７
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２０３８ 駿河大岡村日吉　大正
一二、一〇、二一、△
駿河大岡村日吉

 １４８×１０３

２０３９ △日吉塔の遺瓦
 １９６×１３４
 拓本

２０４０ 明治初年まで頂上表に
（今の奥宮）に安置せ
られたりと傳わる大日
如来にして現に大宮町
大頂寺にあり　大宮町
山中正幸氏明治四年同
寺に奉納せしものなり
と　他の佛像と共に村
山浅間神社（現今の大
日堂）より山中氏金三
十円とかにて買いとり
たものと傳へ居れり　
この大日如来ハ鉄身銅
首、銅手なり

 １５１×９９ 

２０４１ △村山大日堂安置の大
日如来木像

 １５４×１０５

２０４２ １４７×１０３

２０４３ 富士山頂旧安置　駿河
大宮　大頂寺蔵

 １５０×１０６

２０４４ 昭和三、八、　本栖　信
玄築塁　△甲斐本栖信
玄築石

 ９５×７１

２０４５ 甲斐本栖、　昭和三、八、
信玄　築石　枡形ノ処
△甲斐本栖信玄築石

 ９５×７１

２０３８ ２０３９

２０４０ ２０４１

２０４２ ２０４３

２０４４ ２０４５
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２０４６ １５１×１０４

２０４７ 昭和三、八、　本栖城阯
より　樹海を望む　△
本栖城阯より樹海を望
む

 ９６×７１

２０４８ 昭和三、八、　本栖城阯
より精進湖を望む　△
本栖城阯より精進湖を
望む

 ９６×７１

２０４９ 本栖　信玄築石　△本
栖城阯山脚の石壘

 ９６×７１

２０５０ 昭和三、八、　本栖城阯
より本栖湖を望む　△
本栖城阯より本栖湖を
望む

 ９６×７１

２０５１ 昭和三、八、　甲斐　本
栖湖　独木舟発見地　
△甲斐本栖湖独木舟発
見地

 ９６×７１

２０５２ 昭和三、八、　本栖湖の
独木舟　△本栖湖の独
木舟

 ９６×７１

２０５３ 昭和三、八、　本栖湖　
休息所より見る　△本
栖湖

 ９６×７１

２０４６ ２０４７

２０４８ ２０４９

２０５０ ２０５１

２０５２ ２０５３
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２０５４ 昭和三、八、　本栖城阯
より樹海を望む　△本
栖城阯より樹海を望む

 ９６×７１

２０５５ 西湖　本栖　独木舟△
本栖発見の独木舟

 ９６×７１

２０５６ 昭和三、八、　甲斐西湖
本栖　独木舟　△甲斐
本栖湖独木舟

 ９６×７１

２０５７ 西湖　独木船　△西湖
発見の独木舟

 ９６×７１

２０５８ 昭和三、八、　甲斐　西
湖　独木船　△甲斐西
湖独木舟

 ９５×７１

２０５９ 昭和三、八、　本栖村　
民家　△本栖村民家

 ９６×７１

２０６０ 昭和三、八、　本栖村　
民家　△本栖村民家

 ９６×７１

２０６１ 昭和三、八、　甲斐　西
湖　△甲斐西湖

 ９６×７１

２０５４ ２０５５

２０５６ ２０５７

２０５８ ２０５９

２０６０ ２０６１
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２０６２ 昭和三、八、　甲斐　西
湖　渡船場より　△甲
斐西湖

 ９６×７１

２０６３ ◎南都留、瑞穂村上吉
田　藤井春蔵氏蔵　上
山丸尾ヨリ　上吉田発
見の八稜鏡　△上吉田
発見の八稜鏡

 １７３×１４０
 拓本

２０６４ 昭和三年五月一日撮影
村山浅間神社所蔵

 １５０×１０６

２０６５ �原氏鐸　出土地　向
て右より二番目の老人
発見當時の見知り人　
慶大の法博　氣賀勘重
氏実兄　これは近く焼
き付けた上引替　見本
にこれを上げときます
△�原氏宅鐸出土地

 １４９×１０５

２０６６ �原氏宅銅鐸　向て右
柱によりかゝつてるの
が小生　此日尽日自轉
車で追ひらくられて疲
労の顔　其下に居るの
が先日拓本を写しに差
上げた愚息　婆さん　
�原未亡人　△�原氏
宅銅鐸

 １２０×８２

２０６７ �原氏銅鐸拓本写真
――焼き付けがまづい
追てよいのと取かへま
す　外に鐸正面側面の
写真あり　焼付た上差
上ます　△�原氏銅鐸

 １５７×１１４

２０６８ 中川村都田川　地上に
白黒二人立て居る此が
第一発見場所　婆さん
発見人未亡人　船頭　
同むすこ　これは引の
ばした上差上ます　下
氣賀で御会ひになつた
内山も居る

 ９５×７４

２０６９ 三ケ日出土　奈良博物
館のもの　此は拓本を
写真にしたもの　別に
写真（カビネ一ぱい）
もありますが　種板未
着　後より差上ます　
梅原君からも送つて来
たが小さい　私の取つ
た方が上等です　（拓
本手元に在ります）

 １５６×１１３

２０６２ ２０６３

２０６４ ２０６５

２０６６ ２０６７

２０６８ ２０６９
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２０７０ 磐田郡敷地村出土　旗
を持て居る男同村長乗
村五平　こゝから出た
のです　発見人二人百
姓姿の分

 １２０×８３

２０７１ 在国の古鏡　中泉と袋
井の間蓮長寺　六朝若
くは其以上のものと思
ふ　三角縁そりありも
つと暗く写つたのとモ
一つ　大きく一部を写
したものかある　後送
○印の更古墳から出づ
青山徹と云ふ老人の話
に旧年貴兄御一見あつ
たとの事　故坪井博士
も明治廿二年此寺へ行
つたが　此鏡を見たか
否かは不明　東京のエ
ライ先生が一度来て見
たと老僧の話し故博士
か貴兄か不明　△東京
の古鏡

 １５６×１１３

２０７２ 静岡　浅間神社所蔵　
鈴鏡　考古（十一月）　
江藤氏　三図　△静岡
浅間神社所蔵鈴鏡

 １２０×８３ 

２０７３ 静岡縣安倍郡豊田村有
東　木棺　大正一三、
三、一四、△静岡県安
信郡豊田村有東

 １５６×１１３

２０７４ 駿河　（西方ヨリ）　大
正一三、三、△駿河

 １３８×９３

２０７５ １５０×１０５

２０７６ 駿河　（西方ヨリ）　大
正一三、三、△駿河

 １５７×１１１

２０７７ １５０×１０６

２０７０ ２０７１

２０７２ ２０７３

２０７４ ２０７５

２０７６ ２０７７



山梨　静岡　

307

２０７８ 駿河　（東方ヨリ）　大
正一三、三、△駿河

 １５３×１１１

２０７９ 駿河　大正一三、三、
△駿河

 １５９×１１１

２０８０ 駿河　大正一三、三、
△駿河

 １５８×１１１

２０８１ 駿河　大正一三、三、
△駿河

 １５２×１１１

２０８２ 静岡縣安倍郡豊田村有
東　木棺　大正一三、
三、一四、△静岡県安
信郡豊田村有東　木棺

 １５０×１０６

２０８３ 伊豆　後藤守一氏写　
△伊豆

 ９５×７２

２０８４ 伊豆　後藤守一氏写　
△伊豆

 １００×７１ 

２０８５ 静岡市大岩町臨済寺　
總高四尺七寸　竜頭高
一尺　径二尺六寸　口
径縁厚三寸　宝暦四甲
戌歳小春朔旦　久能山
御用　駿河有渡郡大谷
村住鋳物師　田中助左
衛門尉藤原喜次　△静
岡市大岩町臨済寺

 １５５×１１１

２０７８ ２０７９

２０８０ ２０８１

２０８２ ２０８３

２０８４ ２０８５
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２０８６ 伊豆、伊濱普照寺鐘　
寛正五年九月僧盛賢勧
進鋳造　銘ハ集古十種
ニアリ　足立鋲太郎氏
ヨリ　△伊豆、伊浜普
照寺鐘

 １２０×８８ 
 
２０８７ 伊豆普照寺鐘　金鼓　

元應元年六月大中臣友
綱勧進　足立鋲太郎氏
ヨリ　△伊豆普照寺鐘

 １１６×９３ 

２０８８ 濱松市普済寺　昭和九、
五、一九、六、二〇、
△浜松市普済寺

 ９８×６９

２０８９ 浜松市　普済寺　昭和
九、六、二〇、△浜松
市普済寺

 ９８×６８

２０９０ 伊豆韮山　△伊豆韮山
 １２１×８２ 

２０９１ 伊豆　江ノ浦（静浦）　
道祖神　△伊豆江ノ浦

 ５３×４０

２０８６ ２０８７

２０８８ ２０８９

２０９０ ２０９１
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